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成人男性における身長と体重から計算した

各種肥満度の妥当性

水中体重秤量法を外的基準として
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目的　身長から算出される標準体重に対する実測体重の割合（肥満度）が体脂肪率をどの程度反

映しているかを検討した。

方法　20歳以上の男性147人を対象に，体脂肪率は水中体重秤量法により測定し，標準体重によ

る肥満度は①Broca-桂法（桂法），②加藤-綿谷法（加藤法），③日本肥満学会方式（BMI値

22となる体重，BMI法），④明治生命による標準体重表（明治生命法），⑤厚生省の「肥満

とやせの判定表・図」（厚生省法）の5法を用いて算出した。

結果　体脂肪率が20％以上である肥満者は67人（45.6％）であり、15～20％未満の者39人（265

％），10～15％未満の者35人（23.8％），10％未満の者が6人（4.1％）であった。

　肥満度と体脂肪率との相関係数は，桂法が0.612，加藤法0.590，BMI法0.611，明治生命法

0.612，厚生省法0.550でいずれも有意な関係であった（P＜0.01）。

　各種肥満度を110％としてカットオフ値を判定した場合，加藤法が感度は82.1％で最も高

かった。一方，特異度は明治生命法が93.8％で，他の4法よりも高かった。感度，特異度か

ら得られるROC曲線（Receiver operating characteristiccurve）では，厚生省法が感度100，1-

特異度Oのポイントから若干離れた曲線となった。

結論　身長，体重から算出される肥満度では過剰な脂肪量は反映されず，また，どの方法も一長

一短があり，優劣は認められなかった。
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